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草津

今井川

愛妻の鐘

白根山
国道最高地点碑 スカイレーター

横手山山頂

万山望 万座温泉

　前任校の東京都立立川高等
学校の創造理数科では、2024年度
から1年次に行うフィールドワーク
研修の実施場所を群馬県の草津
方面に設定し、理科の知見を統合
した課題解決型学習（PBL）で
ある「ミニ探究」プログラムを実践
している。本稿では、草津特有の
環境を活かし、気体検知管やセン
サー機器を用いて環境データを
測定・考察した3つの取り組みに
ついて紹介する。

中和工場内外における二酸化炭素濃度の測定
　品木ダム水質管理所の草津中和工場では、強酸性の
河川（湯川）に1日約50トンもの炭酸カルシウムを投入して
中和事業を行っている。事前学習として、生徒たちは硫酸と
炭酸カルシウムの中和反応（弱酸遊離反応）によって二酸化
炭素が発生することを化学反応式から特定して現地に向かっ
た。現地調査では、気体検知管（二酸化炭素2LC）を用い、
石灰投入口付近と屋外での二酸化炭素濃度を測定し比較
した。その結果、雨天時は両地点とも400 ppmであったのに
対し、晴天時は屋外が450 ppmに対して石灰投入口付近
が900 ppmと局所的な濃度上昇が確認された。生徒たち
は天候によるデータ変動の要因を考察するとともに、投入
された中和剤の量に基づく発生気体の量的計算を行い、
教室で得た知識と現場での実体験をリンクさせていた。

温泉臭の原因物質の特定と濃度測定
　温泉特有の臭いについて、先行研究から臭いの認知
閾値を事前調査するとともに、学校に株式会社ガステックの
方々をお招きし、気体検知管を用いた予備測定の練習を
行って本番に臨んだ。温泉街の湯畑周辺での生徒による測定
値（硫化水素 4LB、二酸化イオウ 5Lb）は硫化水素　4.2 ppm、 
二酸化硫黄 0.2 ppmとなった。研修当日は株式会社ガス
テックの方にもご同行いただき、プロの参照データとの比較
も実現した。その結果、プロの測定値と近似したデータを
得られたことは、事前の操作練習が実を結んだ証であり、
生徒たちが自身の測定スキルに自信を深める貴重な機会と
なった。また、ガス検知警報計（装着形硫化水素濃度指示

警報計 HS-7A）による連続測定では、数分の間に1.5 ppm
から最大 25.4 ppmまで数値が推移する様子が観察された。
この結果から、生徒たちは風向きや地形といった環境要因
が測定値に与える影響について、多角的に考察を深めた。

標高と酸素濃度警報計の測定値の相関
　標高と大気圧の関係から理論上の酸素分圧を計算する
事前学習を経た上で、現地でのバス移動中に、酸素濃度
警報計（装着形酸素濃度指示警報計 GOA-7H）とスマート
フォンのアプリケーションを活用し、酸素濃度、ならびに標高
と座標の連続データを取得した（図1）。事後学習において、
生徒たちは取得したログデータを統合し、海抜0mに換算し
た酸素分圧相当量と警報計の測定値とのズレや、標高変
化に伴う酸素濃度の相関（図2）について定量的に考察を
行った。このようなデータ分析の経験は、生徒たちがガスセン
サー機器を用いた統計処理の基礎を学ぶ良い機会となった。

　自然環境下での気体測定には、風や気圧変動などのノイ
ズがつきものである。しかし、これら3つの取り組みを通じて
見えてきたのは、その測定値の乱れこそが、生徒に誤差の

要因を批判的に思考させる絶好
の契機になるということである。
複雑な自然界のデータから法則
性を見出し、情報を処理して
いく本実践は、実験室での学習
と現実世界とのギャップを埋め、
生徒たちの科学的リテラシーを
育む一つのモデルケースになる
と感じている。

　　：  検知管でガス濃度を測定する際、取扱説明書には、はじめに気体採取器の気密性を点検すると書かれて
いますが、なぜそのような検査が必要なのですか?
　　: 気体採取器の気密性が保たれておらず漏れがある場合、必要な容量の試料ガスを検知管に通せなくなり、
その結果、正しい測定ができなくなるためです。
　検知管を用いて正しくガス濃度を測定するには、検知管の型式毎に決まっている所定の容量の試料ガスを検知管に
通気させる必要があります。両端を折り取った検知管を気体採取器の検知管取り付け口（吸引口）に差し込んで
ハンドルをいっぱいに引くと、一定容量（100mL または 50mL）のガスが検知管の先端から吸引されます。しかし、気体
採取器の気密性が保たれておらず漏れがある場合、検知管の先端以外の箇所からも試料ガスが採取器内に流入
してしまいます（下図）。その結果、検知管を通る試料ガスの量が本来必要な容量よりも少なくなり、正しく測定すること
ができなくなります。

　弊社では、気体採取器の出荷検査において気密性の点検を実施しています。しかしながら、繰り返し使用していると、
検知管取り付け口のゴムの劣化、ピストンのグリス不足等により漏れが発生する場合があります。そのため、測定前
には必ず気体採取器の気密性を点検します。
　気密性の点検は、両端を折っていない検知管を気体採取器の吸引口に差し込み封止した状態で行います。この
状態でハンドルを完全に押込んだ後にいっぱいに引き（ロックがかかります）1分間待ちます。 このとき、気体採取器の
外部と内部で圧力差が生じます。漏れがなければ圧力差は1分経過しても変わりません。一方、もし漏れがあると
内部に空気が入ってくるため圧力差は小さくなります。
　1 分後、ロックを解除します。漏れがなければ、ハンドルを引いた直後と圧力差が変わらないためハンドルは元の位置に
戻ります。一方、漏れがあると圧力差が小さくなっているため、 ハンドルは元の位置に戻らず途中で止まってしまいます。
このハンドルの戻り具合で、漏れの有無を判断します。
 詳しい気密性の点検方法や漏れがある場合のメンテナンス等の対処法については、気体採取器の取扱説明書
または弊社の公式動画をご覧ください。ご不明な点は、弊社営業本部までお問合せください。

Vol.13６  Summer ２０2６-7

草津をフィールドとした気体検知管・センサーを活用したミニ探究の実践

しな き

図1　移動時の座標のデータ

図2　標高と酸素濃度の実測値と測定場所を集約したグラフ
 （酸素計はガステック社（神奈川県綾瀬市:海抜 47m）にて 20.9%調整）

多摩大学目黒高等学校
（元東京都立立川高等学校）

教諭 亀井 善之

ガステック 検知管式気体測定器 取扱説明書→ 
https://www.gastec.co.jp/files/user/asset/pdf/GV_100_instructionmanual.pdf 　

ガステック 気体採取器 気密性の点検 公式動画→
 https://video.gastec.co.jp/video/page_22.html　

ガステックニュース Vol.136
2026.  夏
発行日／2026年7月15日（季刊）
発行／株式会社ガステック
編集／ガステックニュース編集部
　　　営業二部 営業開発課
　　　〒252-1195
　　　神奈川県綾瀬市深谷中8-8-6
　　　Tel 0467（79）3911 
　　 Fax 0467（79）3979
編集スタッフ
責任者／有本 雄美
委員／海福 雄一郎、 高木 幸二郎、 宮腰 義規、
　　　村山 宙、 中村 誠
制作／大進ラベル印刷株式会社

●編集スタッフからのお願い
各方面からの情報、およびご意見・
ご要望・ご質問などをお待ちしてい
ます。なお、当ニュースは製品・技術
情報誌ですので、ぜひ保存してご
活用ください。また、定期送付ご希望
の方は、当社ホームページまたはFax
などでお申しつけください。
次回発行は2026年
10月の予定です。



学会・展示会情報

　労働安全衛生法の新たな化学物質規制の一つに、令和6（2024）年4月より義務化された皮膚等障害化学物質等による
皮膚への直接接触の防止に関する規制があります。皮膚刺激性や皮膚吸収性があり健康障害を引き起こす恐れのあることが
明らかな化学物質を取り扱う業務、ならびにそれらの物質を含有する製剤を製造する業務に従事する場合には、当該物質の
有害性に応じて適切な保護具（衣、手袋、履物等）を使用することが義務付けられました。
　この度、当社は、化学防護等の手袋に直接貼付できる、活性炭を用いたシート状のサンプラーを開発いたしました。有機溶剤
等に対する手袋等の耐透過性を評価する場合、また、手袋を装着して有機溶剤等を取り扱う作業時に皮膚への曝露の有無
を調査する際に、手袋の内側や試験用に切り取った手袋片に透過浸入した有機溶剤等の蒸気を受動（パッシブ）的に捕集
することができます。例えば、手袋装着時の皮膚への曝露を調査する場合、予め、保護用の手袋を試験対象手袋の下に一枚
はめ、試験部位（手のひら等）に本サンプラーを貼付した後に、試験対象手袋をはめて（写真（右））作業を行うことで、試験対象
手袋の外側から透過した蒸気を捕集できます。捕集後は、活性炭部分を切取って溶媒で抽出し、抽出液をガスクロマトグラフ
等で分析します。
　化学防護手袋の耐透過性能の評価や適正使用のための研究等に、幅広くご活用いただけます。

化学防護手袋 耐透過性能試験向け　シート状拡散型サンプラー No.310

※上記の学会・展示会には、当社も出展しております。ご来場の際は、当社ブースにもお立ち寄りください。なお、開催の詳細につきましては、主催者にご確認ください。

化学物質リスクアセスメントの追加物質と検知管
【令和 8 年 4 月施行分について】

特 

長

●下水道展 ’26 東京
　会期：2026 年 8 月 4 日（火）～7 日（金）
　会場：東京ビッグサイト（東京国際展示場）
　URL：https://www.gesuidouten.jp/

●2026 NSC Safety Congress & Expo
　会期：2026 年 9 月 11 日（金）～ 17 日（木）
　会場：インディアナ コンベンションセンター（米国インディアナポリス）
　URL：https://2026congress.nsc.org/home

●緑十字展 2026 in 札幌
　会期：2026 年 9 月 16 日（水）～18 日（金）
　会場：札幌市スポーツ交流施設（つどーむ）
　URL：https://gce.nep-sec.jp

●第 39 回 におい・かおり環境学会 
　会期：2026 年 8 月 24 日（月）～25 日（火）
　会場：法政大学 小金井キャンパス（東京都小金井市）
　URL：https://orea.or.jp/gakkai-katsudou/gakkai/

●JASIS 2026 最先端科学・分析システム&ソリューション展
　会期：2026年9月2日（水）～4日（金）
　会場：幕張メッセ国際展示場（千葉市）
　URL：https://www.jasis.jp

●第 67 回 大気環境学会年会
　会期：2026 年 9 月 16 日（水）～18 日（金）
　会場：東洋大学 川越キャンパス（埼玉県川越市）
　URL：https://sites.google.com/view/jsae67toyo-cess

●WEFTEC 2026（米国水環境連盟技術展示会・会議）
　会期：2026 年 9 月 26 日（土）～30 日（水）<展示会 28 日（月）～30 日（水）>
　会場：アーネスト N. モリアル コンベンションセンター（米国ニューオーリンズ）
　URL：https://www.weftec.org/

　国内では、化学物質を取扱う作業における管理に関して、化学物質ごとの個別具体的な法令による規制から事業者等に
よる自律的な管理を基軸とする規制へ移行が始まり、数年が経過しました。「化学品の分類および表示に関する世界調和シス
テム（GHS）」に基づき、国が行う化学品の分類の結果、危険性または有害性があるものと区分された全ての化学物質について、
それらを譲渡・提供する場合にラベルを表示し、安全データシート（SDS）を交付することが義務付けられています。また、それら
の化学物質を譲渡・提供されたユーザー等において、対象の化学物質等を製造または取り扱う場合に、ラベル及びSDS等の
情報を踏まえ、危険性・有害性等の調査（リスクアセスメント）を行うことが義務付けられています。国による化学品の分類は毎年
度実施されており、令和2（2020）年までに実施済みで危険性・有害性があるものと分類された1654物質については、令和
6（2024）年4月から毎年順次、これらの対象物質に追加されています。令和6年4月には発がん性、生殖細胞変異原性、および
生殖毒性のカテゴリーで区分1に分類された234物質、翌年はそれら以外の健康有害性のカテ
ゴリーで区分1に分類された約 700 物質が追加されました。そして、令和 8（2026）年4月には、
残りの約800物質（健康有害性のカテゴリーが区分1以外のもの）が追加されました。
　令和6年4月および令和7年4月に追加された物質の中で、弊社の気体検知管ラインナップで
該当する物質と検知管型式については、本誌のVol.128（2024年7月）とVol.131（2025年4月）の
各号でそれぞれご紹介してまいりました。この度の令和8年4月に追加された約800物質の中
では、下表に示す25物質が弊社の検知管ラインナップにございます。これらは、いずれも厚生
労働省が公表している検知管を用いたリスクアセスメント手法※に活用できます。安全管理の
ため、更なる検知管の活用が期待されます。

●手袋や手のひら・指先等に

　直接貼付可能

●薄型・剥がれにくい

●各種の有機溶剤の蒸気に

　対して高い脱着率

　

●第63回 全国建設業労働災害防止大会 in 新潟
　会期：2026年10月8日（木）～9日（金）
　会場：朱鷺（とき）メッセ（新潟市）
　URL：https://www.kensaibou.or.jp/public_relations/national_convention/63.html

弊社のリスクアセスメント
 関連検知管カタログ

リスクアセスメント対象物質 令和 8 年 4 月施行 追加約 800 物質の中、該当する弊社の検知管（2026 年 7 月時点）

106-63-8
74-86-2
542-18-7
2837-89-0
7782-44-7
25321-09-9
1717-00-6
特定できず
74-95-3
115-10-6
100-39-0
1333-74-0
75-64-9
110-01-0
107-39-1
2768-02-7

74-98-6
107-03-9
100-52-7
76-01-7
504-60-9
109-52-4
109-02-4
60-24-2

142L
172, 103, 171
102 L 

51<パイロテック840 併用 > 
31B
141L 

51L ,51<パイロテック840 併用 > 
51L ,51<パイロテック840 併用 > 

136L
161
136L
30L, 30
180

76, 76H
121
113L

2LC, 2LL, 2L, 2H, 2HH, 
2HT<2HT は送入式 >

103, 100B<100B は送入式 >
70L, 70LN, 70

91L
133L

174L, 174
81L

180L, 180
75L

5.5~165 ppm
32.5~40000 ppm
50~1200 ppm
45~1800 ppm
3~24%

16~108 ppm
1.1~1000 ppm
1.4~800 ppm
5~50 ppm
0.034~0.85%
11~100 ppm
0.05~2.08%
5.5~110 ppm
1~200 ppm
45~540 ppm
6.5~25.0 ppm

100 ppm~100%

0.05~2.4% 
0.12~540 ppm 
4~92 ppm 
40~500 ppm 
42.5~4000 ppm 
0.38~15 ppm 
0.3~100 ppm 
0.5~7.5 ppm

物質名 CAS RN® 検知管型式 測定範囲
安衛則 
別表第 2 の 
該当号

※職場の安全サイト ： 検知管を用いた化学物質のリスクアセスメントガイドブック
　https://anzeninfo.mhlw.go.jp/user/anzen/kag/ankgc07_4.htm

124-38-9

主な仕様等

詳細につきましては、当社営業本部までお問合せください。 

捕集原理
サンプリングレート
推奨サンプリング時間
有効期間・保管条件

寸法
1 袋の入数

活性炭による物理吸着
14.8 mL/min（トルエンとして）

2～8 時間
2 年・冷暗所保存

60mm×26mm×0.5mm
20 枚

6
47
493
503
634
694
837
855
976
1011
1084
1124
1153
1273
1427
1432

アクリル酸イソブチル
アセチレン
クロロシクロヘキサン
2-クロロ-1,1,1,2-テトラフルオロエタン（HCFC -124）
酸素
ジイソプロピルベンゼン
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学会・展示会情報

　労働安全衛生法の新たな化学物質規制の一つに、令和6（2024）年4月より義務化された皮膚等障害化学物質等による
皮膚への直接接触の防止に関する規制があります。皮膚刺激性や皮膚吸収性があり健康障害を引き起こす恐れのあることが
明らかな化学物質を取り扱う業務、ならびにそれらの物質を含有する製剤を製造する業務に従事する場合には、当該物質の
有害性に応じて適切な保護具（衣、手袋、履物等）を使用することが義務付けられました。
　この度、当社は、化学防護等の手袋に直接貼付できる、活性炭を用いたシート状のサンプラーを開発いたしました。有機溶剤
等に対する手袋等の耐透過性を評価する場合、また、手袋を装着して有機溶剤等を取り扱う作業時に皮膚への曝露の有無
を調査する際に、手袋の内側や試験用に切り取った手袋片に透過浸入した有機溶剤等の蒸気を受動（パッシブ）的に捕集
することができます。例えば、手袋装着時の皮膚への曝露を調査する場合、予め、保護用の手袋を試験対象手袋の下に一枚
はめ、試験部位（手のひら等）に本サンプラーを貼付した後に、試験対象手袋をはめて（写真（右））作業を行うことで、試験対象
手袋の外側から透過した蒸気を捕集できます。捕集後は、活性炭部分を切取って溶媒で抽出し、抽出液をガスクロマトグラフ
等で分析します。
　化学防護手袋の耐透過性能の評価や適正使用のための研究等に、幅広くご活用いただけます。

化学防護手袋 耐透過性能試験向け　シート状拡散型サンプラー No.310

※上記の学会・展示会には、当社も出展しております。ご来場の際は、当社ブースにもお立ち寄りください。なお、開催の詳細につきましては、主催者にご確認ください。

化学物質リスクアセスメントの追加物質と検知管
【令和 8 年 4 月施行分について】

特 

長

●下水道展 ’26 東京
　会期：2026 年 8 月 4 日（火）～7 日（金）
　会場：東京ビッグサイト（東京国際展示場）
　URL：https://www.gesuidouten.jp/

●2026 NSC Safety Congress & Expo
　会期：2026 年 9 月 11 日（金）～ 17 日（木）
　会場：インディアナ コンベンションセンター（米国インディアナポリス）
　URL：https://2026congress.nsc.org/home

●緑十字展 2026 in 札幌
　会期：2026 年 9 月 16 日（水）～18 日（金）
　会場：札幌市スポーツ交流施設（つどーむ）
　URL：https://gce.nep-sec.jp

●第 39 回 におい・かおり環境学会 
　会期：2026 年 8 月 24 日（月）～25 日（火）
　会場：法政大学 小金井キャンパス（東京都小金井市）
　URL：https://orea.or.jp/gakkai-katsudou/gakkai/

●JASIS 2026 最先端科学・分析システム&ソリューション展
　会期：2026年9月2日（水）～4日（金）
　会場：幕張メッセ国際展示場（千葉市）
　URL：https://www.jasis.jp

●第 67 回 大気環境学会年会
　会期：2026 年 9 月 16 日（水）～18 日（金）
　会場：東洋大学 川越キャンパス（埼玉県川越市）
　URL：https://sites.google.com/view/jsae67toyo-cess

●WEFTEC 2026（米国水環境連盟技術展示会・会議）
　会期：2026 年 9 月 26 日（土）～30 日（水）<展示会 28 日（月）～30 日（水）>
　会場：アーネスト N. モリアル コンベンションセンター（米国ニューオーリンズ）
　URL：https://www.weftec.org/

　国内では、化学物質を取扱う作業における管理に関して、化学物質ごとの個別具体的な法令による規制から事業者等に
よる自律的な管理を基軸とする規制へ移行が始まり、数年が経過しました。「化学品の分類および表示に関する世界調和シス
テム（GHS）」に基づき、国が行う化学品の分類の結果、危険性または有害性があるものと区分された全ての化学物質について、
それらを譲渡・提供する場合にラベルを表示し、安全データシート（SDS）を交付することが義務付けられています。また、それら
の化学物質を譲渡・提供されたユーザー等において、対象の化学物質等を製造または取り扱う場合に、ラベル及びSDS等の
情報を踏まえ、危険性・有害性等の調査（リスクアセスメント）を行うことが義務付けられています。国による化学品の分類は毎年
度実施されており、令和2（2020）年までに実施済みで危険性・有害性があるものと分類された1654物質については、令和
6（2024）年4月から毎年順次、これらの対象物質に追加されています。令和6年4月には発がん性、生殖細胞変異原性、および
生殖毒性のカテゴリーで区分1に分類された234物質、翌年はそれら以外の健康有害性のカテ
ゴリーで区分1に分類された約 700 物質が追加されました。そして、令和 8（2026）年4月には、
残りの約800物質（健康有害性のカテゴリーが区分1以外のもの）が追加されました。
　令和6年4月および令和7年4月に追加された物質の中で、弊社の気体検知管ラインナップで
該当する物質と検知管型式については、本誌のVol.128（2024年7月）とVol.131（2025年4月）の
各号でそれぞれご紹介してまいりました。この度の令和8年4月に追加された約800物質の中
では、下表に示す25物質が弊社の検知管ラインナップにございます。これらは、いずれも厚生
労働省が公表している検知管を用いたリスクアセスメント手法※に活用できます。安全管理の
ため、更なる検知管の活用が期待されます。

●手袋や手のひら・指先等に

　直接貼付可能

●薄型・剥がれにくい

●各種の有機溶剤の蒸気に

　対して高い脱着率

　

●第63回 全国建設業労働災害防止大会 in 新潟
　会期：2026年10月8日（木）～9日（金）
　会場：朱鷺（とき）メッセ（新潟市）
　URL：https://www.kensaibou.or.jp/public_relations/national_convention/63.html

弊社のリスクアセスメント
 関連検知管カタログ

リスクアセスメント対象物質 令和 8 年 4 月施行 追加約 800 物質の中、該当する弊社の検知管（2026 年 7 月時点）
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※職場の安全サイト ： 検知管を用いた化学物質のリスクアセスメントガイドブック
　https://anzeninfo.mhlw.go.jp/user/anzen/kag/ankgc07_4.htm

124-38-9

主な仕様等

詳細につきましては、当社営業本部までお問合せください。 

捕集原理
サンプリングレート
推奨サンプリング時間
有効期間・保管条件

寸法
1 袋の入数

活性炭による物理吸着
14.8 mL/min（トルエンとして）

2～8 時間
2 年・冷暗所保存

60mm×26mm×0.5mm
20 枚
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（例） 気体採取器で100mL吸引し、漏れが合計30mLあるとき

（例） 気体採取器で100mL吸引したとき
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草津

今井川

愛妻の鐘

白根山
国道最高地点碑 スカイレーター

横手山山頂

万山望 万座温泉

　前任校の東京都立立川高等
学校の創造理数科では、2024年度
から1年次に行うフィールドワーク
研修の実施場所を群馬県の草津
方面に設定し、理科の知見を統合
した課題解決型学習（PBL）で
ある「ミニ探究」プログラムを実践
している。本稿では、草津特有の
環境を活かし、気体検知管やセン
サー機器を用いて環境データを
測定・考察した3つの取り組みに
ついて紹介する。

中和工場内外における二酸化炭素濃度の測定
品木ダム水質管理所の草津中和工場では、強酸性の

河川（湯川）に1日約50トンもの炭酸カルシウムを投入して
中和事業を行っている。事前学習として、生徒たちは硫酸と
炭酸カルシウムの中和反応（弱酸遊離反応）によって二酸化
炭素が発生することを化学反応式から特定して現地に向かっ
た。現地調査では、気体検知管（二酸化炭素2LC）を用い、
石灰投入口付近と屋外での二酸化炭素濃度を測定し比較
した。その結果、雨天時は両地点とも400 ppmであったのに
対し、晴天時は屋外が450 ppmに対して石灰投入口付近
が900 ppmと局所的な濃度上昇が確認された。生徒たち
は天候によるデータ変動の要因を考察するとともに、投入
された中和剤の量に基づく発生気体の量的計算を行い、
教室で得た知識と現場での実体験をリンクさせていた。

温泉臭の原因物質の特定と濃度測定
温泉特有の臭いについて、先行研究から臭いの認知

閾値を事前調査するとともに、学校に株式会社ガステックの
方々をお招きし、気体検知管を用いた予備測定の練習を
行って本番に臨んだ。温泉街の湯畑周辺での生徒による測定
値（硫化水素 4LB、二酸化イオウ 5Lb）は硫化水素　4.2 ppm、
二酸化硫黄 0.2 ppmとなった。研修当日は株式会社ガス
テックの方にもご同行いただき、プロの参照データとの比較
も実現した。その結果、プロの測定値と近似したデータを
得られたことは、事前の操作練習が実を結んだ証であり、
生徒たちが自身の測定スキルに自信を深める貴重な機会と
なった。また、ガス検知警報計（装着形硫化水素濃度指示

警報計 HS-7A）による連続測定では、数分の間に1.5 ppm
から最大 25.4 ppmまで数値が推移する様子が観察された。
この結果から、生徒たちは風向きや地形といった環境要因
が測定値に与える影響について、多角的に考察を深めた。

標高と酸素濃度警報計の測定値の相関
　標高と大気圧の関係から理論上の酸素分圧を計算する
事前学習を経た上で、現地でのバス移動中に、酸素濃度
警報計（装着形酸素濃度指示警報計 GOA-7H）とスマート
フォンのアプリケーションを活用し、酸素濃度、ならびに標高
と座標の連続データを取得した（図1）。事後学習において、
生徒たちは取得したログデータを統合し、海抜0mに換算し
た酸素分圧相当量と警報計の測定値とのズレや、標高変
化に伴う酸素濃度の相関（図2）について定量的に考察を
行った。このようなデータ分析の経験は、生徒たちがガスセン
サー機器を用いた統計処理の基礎を学ぶ良い機会となった。

自然環境下での気体測定には、風や気圧変動などのノイ
ズがつきものである。しかし、これら3つの取り組みを通じて
見えてきたのは、その測定値の乱れこそが、生徒に誤差の

要因を批判的に思考させる絶好
の契機になるということである。
複雑な自然界のデータから法則
性を見出し、情報を処理して
いく本実践は、実験室での学習
と現実世界とのギャップを埋め、
生徒たちの科学的リテラシーを
育む一つのモデルケースになる
と感じている。

　　：  検知管でガス濃度を測定する際、取扱説明書には、はじめに気体採取器の気密性を点検すると書かれて
いますが、なぜそのような検査が必要なのですか?
　　: 気体採取器の気密性が保たれておらず漏れがある場合、必要な容量の試料ガスを検知管に通せなくなり、
その結果、正しい測定ができなくなるためです。
　検知管を用いて正しくガス濃度を測定するには、検知管の型式毎に決まっている所定の容量の試料ガスを検知管に
通気させる必要があります。両端を折り取った検知管を気体採取器の検知管取り付け口（吸引口）に差し込んで
ハンドルをいっぱいに引くと、一定容量（100mL または 50mL）のガスが検知管の先端から吸引されます。しかし、気体
採取器の気密性が保たれておらず漏れがある場合、検知管の先端以外の箇所からも試料ガスが採取器内に流入
してしまいます（下図）。その結果、検知管を通る試料ガスの量が本来必要な容量よりも少なくなり、正しく測定すること
ができなくなります。

　弊社では、気体採取器の出荷検査において気密性の点検を実施しています。しかしながら、繰り返し使用していると、
検知管取り付け口のゴムの劣化、ピストンのグリス不足等により漏れが発生する場合があります。そのため、測定前
には必ず気体採取器の気密性を点検します。
　気密性の点検は、両端を折っていない検知管を気体採取器の吸引口に差し込み封止した状態で行います。この
状態でハンドルを完全に押込んだ後にいっぱいに引き（ロックがかかります）1分間待ちます。 このとき、気体採取器の
外部と内部で圧力差が生じます。漏れがなければ圧力差は1分経過しても変わりません。一方、もし漏れがあると
内部に空気が入ってくるため圧力差は小さくなります。
　1 分後、ロックを解除します。漏れがなければ、ハンドルを引いた直後と圧力差が変わらないためハンドルは元の位置に
戻ります。一方、漏れがあると圧力差が小さくなっているため、 ハンドルは元の位置に戻らず途中で止まってしまいます。
このハンドルの戻り具合で、漏れの有無を判断します。
 詳しい気密性の点検方法や漏れがある場合のメンテナンス等の対処法については、気体採取器の取扱説明書
または弊社の公式動画をご覧ください。ご不明な点は、弊社営業本部までお問合せください。
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草津をフィールドとした気体検知管・センサーを活用したミニ探究の実践

しな き

図1　移動時の座標のデータ

図2　標高と酸素濃度の実測値と測定場所を集約したグラフ
（酸素計はガステック社（神奈川県綾瀬市:海抜 47m）にて20.9%調整）

多摩大学目黒高等学校
（元東京都立立川高等学校）

教諭 亀井 善之

ガステック 検知管式気体測定器 取扱説明書→ 
https://www.gastec.co.jp/files/user/asset/pdf/GV_100_instructionmanual.pdf 　

ガステック 気体採取器 気密性の点検 公式動画→ 
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